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第E部(第 6 章・第 7 章)では，ロー・システムの展開過程を，ノアイユ公期(1715-18年)における初期システ
ム期とそれ以後のいわば本格的なシステム展開期(1718-20年〉に分けて，絶対王政期の財政・金融との相互関連性
を考慮しながら，考察した。前者においては，マクロ的にみて，ノアイユ公の財政再建策や貨幣・金融政策が優越し
た影響力をもち，口一・システムはマイナーな位置にあったことを検証した(第 6 章)。また，後者においては，複
雑化したロー・システムの実態を，インド会社株式や王立銀行券関連の個々の政策の分析だけでなく，ジョン・ロー
が固執したデフレ正貨政策の入念な分析をつうじて，本格的展開から崩壊に至るロー・システムの虚構に満ちた実像
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を追跡し探究した(第 7 章)。
結語においては，以上の各章の分析や考察から得られた知見をもとに，絶対王政期フランス財政・金融システムが，
機能的にも構造的にも相当にフレキシブルであった，との結論を導いている。
論文審査の結果の要旨
本論文は， 18世紀初葉フランスの財政・金融および、経済のマクロ的な動向を入念に分析し リヨン金融恐慌(1709
年)前後の財政・金融の実態，あるいはロー・システム(1716 ・ 20年〉について多くの重要な知見とオリジナルな結
論を導き，絶対王政期のまったく新しい財政・金融史像を呈示したものであり，アンシャン・レジーム期のフランス
の経済史研究の画期的な業績として，博士(経済学)の学位に十分値するものであると判定する。
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